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研究成果の概要（和文）： 

 認知症の早期診断を実現するために，(1)海外での認知症調査研究，(2)認知症診断技術の

国際基準の提案，および(3)認知症社会対策の提言を目指して調査研究を実施した．共同研

究者，海外の認知症関連研究者と連絡を取って，認知症に関する認知実験などの実験結果

の収集，検討を行い，特に健康高齢者と認知症患者の間の触覚の認知機能の差が，認知症

の早期診断に有効であるという結果を得た．この結果と本研究で構築したネットワークを

元に，国際的な大規模実験に向けての準備をすすめることができた． 
 
研究成果の概要（英文）： 

In order to achieve the early diagnosis of dementia, the following researches were imple-
mented:  (1) investigation and research of dementia abroad, (2) proposal of dementia diag-
nostic technology of international standards, and (3) recommendations of dementia social 
measures. Through cooperation with co-worker and dementia-related foreign researchers, 
the cognitive experiments on dementia have been carried out and the results have also been 
discussed. Particularly, significant differences were found about tactile cognitive function 
between dementia patients and healthy elderly individuals. These results could be valid in 
the early diagnosis of dementia. Based on the network that was constructed according to our 
studies and results, the preparation for international large-scale experiments could continue 
to advance. 
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１．研究開始当初の背景 
 認知症は高次脳機能障害であり，計算・言

語・思考・記憶等の知的な機能に障害が起き

た状態をいう．認知症の多くは外見から分か

り難く，本人も自覚していないことが多い． 

社会の高齢化に伴って高齢者の認知症が世界

中で急増しており，認知症患者数は，世界中

で現在の2430万人から，2020年には4230万人

まで増えると推定されている．このうち途上

国が全体の71%を占め，中国などのアジア地域

の増加が顕著である．日本では，180 万人か

ら2025年に300 万人に増えると予想される．

高齢化社会を迎える21 世紀において，快適で

安全な社会を実現する上で，認知症の早期診

断技術と社会対策は欠かすことのできないも

のである． 

 認知症の早期診断は非常に難しく，頭部CT

画像には異常が現れないため発見が困難であ

り，徘徊や自宅に戻れない等の後期症状が現

れるようになって初めて脳検査より診断でき

る．近年，計測技術の進歩に伴って多感覚モ

ダリティ情報の呈示機器と生体無侵襲計測が

可能になってきた．また言語などの高次記憶

特性による認知症の早期診断の研究開発も行

われている．しかしまだ国際的な認知症の早

期診断基準が制定されておらず，早期診断と

リハビリ技術も確立されていないのが現状で

ある． 

さらに近年，認知症ドライバーによる交通

事故などのことは社会問題になり，認知症の

社会対策が強く要求されている．一方，認知

症患者の権利擁護と認知症介護の質の向上な

どの側面から見ても，対応が不十分であると

言える．社会安全と認知症患者の権益のどち

らから見ても，認知症の社会対策はまだ整備

されていないのが現状である． 

 
２．研究の目的 
 現在，認知症の主な診断手段としては，問

診表への回答，脳波(EEG)計測，機能的磁気共

鳴画像(fMRI)と陽電子断層撮影法(PET)など

の医用画像技術が使われている．しかしなが

ら，多感覚モダリティ特性による痴呆症の早

期診断に関する研究の他は非常に少ない．代

表者らの従来研究より人間の視覚，聴覚およ

び触覚の多感覚モダリティの初期記憶特性を

用いて認知症早期診断の可能性が示唆されて

いる． 

 本計画では，海外(米国，英国，ドイツ，中

国，韓国，シンガポール)及び日本における認

知症の早期診断の最先端研究について，1)認

知科学手法，2）脳波等の波形診断と3）脳画

像診断の側面から調査研究を行い，認知症の

早期診断の国際基準の提案を目的として行う．

さらに社会対策に関する調査研究を通じて認

知症の社会対策の国際最新状況を明らかにし

て，1）認知症患者の社会活動安全対策および

2）認知症患者の権利擁護と介護質向上の側面

から社会対策への提言を目指す． 

 
３．研究の方法 
 本研究では，(a)認知科学的手法による早期

診断技術，(b)脳波・径頭蓋磁気刺激による波

形診断技術，(c)医用画像による画像診断技術

の３課題に対して，研究代表者と分担者を中

心に，海外研究者(医学出身と工学出身)と国

内研究者(院生を含む)の協力を得て，アジア，

アメリカなどの地域への現地訪問および通信

調査などの手段を用いて，(1)海外での認知症



調査研究，(2)認知症診断技術の国際基準の提

案，(3)認知症社会対策の提言に関する調査を

行う．本研究の調査研究では，中国（北京大

学，中国医科大学，上海交通大学など），米

国（Sun Health Research Institute，Arizona 

State Universityなど），韓国（KAISTなど）

などの研究機関と連絡を取り，調査研究を行

う． 

 具体的には，(a)で視覚刺激，聴覚刺激，触

覚刺激に対する健康高齢者と認知症患者の違

いについての調査，(b)で刺激呈示時の脳波に

ついて調べた研究結果，診断例の調査，(c)

ではfMRIなどの脳画像を用いた認知症早期診

断技術に関する調査をそれぞれ行う．得られ

た調査研究結果をまとめ，一部については岡

山大学医学部で臨床実験を行い，診断手法の

有効性について見当を行う． 

 
４．研究成果 

 共同研究者を通じて海外の認知症に関する

研究者と連絡を取り，認知症の早期診断と客

観的な判断基準の制定に向けた，認知症に関

する認知実験，画像診断，生体信号測定など

の実験結果を集め，検討を行った． 

 認知症に関する研究者の交流と情報交換を

目的として，平成21年12月に「2009年認知症

早期診断･リハビリ技術国際シンポジウム」を，

平成24年3月に「2012年認知症診断･リハビリ

国際シンポジウム」をそれぞれ岡山大学で開

催した．シンポジウムには，日本をはじめ，

中国，韓国，シンガポールの研究者や学生が

のべ170名以上参加し，認知症に関する最新の

調査研究についての報告と情報交換を行った． 

 このシンポジウムで集まった研究者のネッ

トワークを元に，岡山大学をはじめ日本国内

の研究機関，および中国の施設で認知症患者

に対する認知実験を行った．実験は，認知症

の病状が疑われる軽度認知症患者(MCI)およ

び認知症患者(AD)に対して，担当医師を通じ

た本人及び家族の了承のもと，視覚刺激，聴

覚刺激，触覚刺激を提示した時の行動実験，

およびfMRI，EEGを用いた脳内活動の測定を行

い，健康若年者，健康高齢者に対する実験結

果と比較してその違いを調査した．特に触角

による実験では，健康高齢者と認知症患者の

間に，認知機能に差が見られる結果が得られ

た． 

 これはこれまでの問診などによる診断と比

べて客観的な評価が可能であり，さらに簡単

に操作可能な評価装置を製作することによっ

て，自宅で実施可能な簡便な認知機能評価が

行える可能性を示している．認知症には生活

環境なども大きく影響することを考えると，

より客観的な評価を行うためには，人種や文

化が異なる国際的な大規模実験を行う必要が

ある．このため触覚の認知機能を用いた簡便

な検査装置を製作し，世界各国で検査を行っ

て評価基準を詳しく定めることにより，国際

的認知診断基準を提案することができる．す

でに日本国内だけでなく，中国，さらにはヨ

ーロッパの研究者とも本研究を通じて連絡を

取っており，装置の完成によって各国での検

査が実施できるところまで到達している． 

 また認知症患者の社会生活における問題点

についても調査を行ったところ，高齢者の割

合に対する認知症の患者数の割合はどの国で

も同じような傾向であった．これは世界で最

も高齢化が進んだ日本と同じ状況が，今後ど

の国でも起こりうることを示しており，認知

症患者に対する社会対策を早急に進めること

が，日本だけでなく世界中で急務であること

が明らかとなった．認知症患者の運転免許の

取得の問題は，社会全体で高齢者をサポート

する体制がまず重要であり，さらに認知症患

者を少なくするためには，できるだけ早い段

階での早期発見，早期対策が重要であること

が，本研究を実施することによってより明ら



かとなった． 
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